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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
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2020年3月28日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！
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米
子
鬼
太
郎
空
港
と
上
海
浦
東
（
プ
ー
ド
ン
）
国
際
空
港

（
上
海
市
）を
結
ぶ
定
期
航
空
路
線
が
１
月
11
日
に
就
航
。
当

日
は
初
便
の
到
着
に
合
わ
せ
て
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

就航を祝う趙宏亮・上海吉祥航空総裁（中央）と平井伸治・鳥取県
知事（中央左）、藤原孝行・島根県副知事（中央右）ら

初便で米子鬼太郎空港に到着した中国人
観光客（右）を歓迎する関係者の皆さん

　
米
子
―
上
海
便
は
、
毎
週

火
・
土
曜
日
に
各
１
往
復
２

便
を
運
航
。
ダ
イ
ヤ
は
両
日

と
も
、
上
海
発
が
午
前
８
時

15
分
で
米
子
着
同
11
時
35
分
、

折
り
返
し
は
米
子
発
午
後
０

時
35
分
、
上
海
着
同
２
時
40

分(

い
ず
れ
も
現
地
時
間)

で

す
。

　
機
体
は
エ
ア
バ
ス
社
製
Ａ

３
２
０
で
ビ
ジ
ネ
ス
８
席
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
１
５
０
席
の
計

１
５
８
席
を
備
え
ま
す
。

　
上
海
吉
祥
航
空
は
、
上
海

を
拠
点
と
し
、
２
０
０
６
年

に
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
中
国
の
国
内
線
と

国
際
線
を
合
わ
せ
て
80
路
線

以
上
を
就
航
。
日
本
で
は
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
札
幌
、

沖
縄
で
運
航
し
て
い
ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
は
、

２
０
１
２
年
度
に
５
往
復
、

２
０
１
６
年
度
に
８
往
復
の

連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
。

地
方
路
線
に
力
を
入
れ
る
同

社
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
定

期
便
の
運
航
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
上
海
市
は
人
口
２
４
０
０

万
人
を
抱
え
、
中
国
の
商
業
、

金
融
、
工
業
、
交
通
な
ど
の

中
心
地
で
す
。
ま
た
、
蘇
州

米
子
ー
上
海 

国
際
定
期
便
が
就
航

巨
大
都
市
の
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
期
待
米子鬼太郎空港

市
や
杭
州
市
な
ど
の
大
都
市

に
隣
接
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
利
用

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
や
文
化
の
見
ど

こ
ろ
も
多
く
、
美
食
も
楽
し

め
る
観
光
地
で
す
。

　
さ
ら
に
、
上
海
浦
東
国
際

空
港
を
経
由
し
て
タ
イ
、
香

港
、
マ
カ
オ
、
台
湾
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
な
ど
へ
乗
り
継
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
鳥
取
、
島
根
両
県
で
作
る

国
際
定
期
便
利
用
促
進
協
議

会(

足
立
統
一
郎
会
長)

は
、

国
際
定
期
便
利
用
者
を
対
象

と
し
た
利
用
促
進
策
を
米
子

―
上
海
便
に
も
適
用
。
１
団

体
５
人
以
上
で
１
人
当
た
り

３
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
団
体

に
は
、
同
様
の
支
援
を
２
人

以
上
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
上
海
便
を
経
由
し

て
他
の
国
や
地
域
に
乗
り
継

ぎ
利
用
す
る
団
体
に
は
２
人

以
上
か
ら
３
０
０
０
円
を
支

援
。
米
子
鬼
太
郎
空
港
ま
で

の
高
速
道
路
利
用
料
金
の
助

成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

鳥
取
県
国
際
観
光
誘

客
課
内
・
☎
０
８
５
７
―
26

―
７
２
２
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 (

一
社)

鳥
取
県
西
部
活

性
化
協
会
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

あ
げ
あ
げ
応
援
団
は
２
月
27

日
、
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
米
子

(

米
子
市
西
福
原)

で
「
上
海

便
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
あ
げ
あ
げ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
米
子
―

上
海
便
の
就
航
に
合
わ
せ
て
、

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
領
事

の
孫

ソ
ン
シ
ュ
ウ
キ
ョ
ウ

淑
強
氏
と
上
海
吉
祥
航

空
日
本
支
店
総
括
の
董ト

ウ

蔚イ

氏

を
招
き
、
上
海
の
現
状
や
中

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
な
ど
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　
同
協
会
が
結
成
し
た
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
あ
げ
あ
げ
応
援

団
」
の
命
名
者
で
あ
る
讀
賣

テ
レ
ビ
放
送
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
結
城
豊
弘
氏
と

日
本
民
泊
協
会
の
今
治
正
和

部
長
も
講
演
。
同
時
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
あ
げ
あ
げ
応
援
団

の
結
団
式
も
行
い
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
27
日
㈭
　
午
後

３
時
〜
５
時
40
分

会
場
　
ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
米

子内
容
　

①
上
海
の
現
状 

上
海
輸
入

博
　
講
師
＝
孫
淑
強
氏(

中

国
駐
大
阪
総
領
事
館
領
事
、

予
定)

②
上
海
か
ら
見
た
山
陰
圏
域

受
け
入
れ
環
境
整
備
　
講
師

＝
董
蔚
氏(

上
海
吉
祥
航
空

股
份
商
務
部
日
本
支
店
総

括)

③
上
海
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
対
応

　
講
師

＝
鳥
取
県
交
流
人
口
拡
大
本

部
観
光
交
流
局
担
当
者

④
あ
げ
あ
げ
命
名
の
動
機
　

講
師
＝
結
城
豊
弘
氏(

讀
賣

テ
レ
ビ
放
送
㈱
政
策
局
兼
報

道
部
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー)⑤
大
阪
か
ら
の
民
泊
観
光
客

の
誘
客
　
講
師
＝
今
治
正
和

氏((

一
社)

日
本
民
泊
協
会

営
業
推
進
部
長)

⑥U
-bound

事
業
に
つ
い
て

講
師
＝
鳥
取
県
西
部
活
性
化

協
会
担
当
者

定
員
　
１
５
０
人(

先
着
順)

　
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務

局(

廻
る
お
寿
司
屋
さ
ん
大
漁

丸
内
・
☎
45
―
０
８
１
７)

へ
。

上

　

 

海

　

 
便

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
あ
げ
あ
げ
セ
ミ
ナ
ー

中
国
人
客
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
へ

2月27日

河童住む
　きれいな水を
　　　　守りたい

（さびしんぼう）

　河童はきれいな水にしか棲
す

めない。河童

を守るためにはきれいな水を守らなければ

ならない、という三段論法です。

 選・桝田知身
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　写真は1961年、私が32歳の夏に、青年会議所活動の一環として境
港に水揚げされた本物のマグロを使った神

みこし

輿で街を練り歩いた時に撮
影したものです。　
　生のマグロを赤い紐で長い棒にくくりつけお神輿として、そのマグロ
に青年会議所メンバーが順番に跨って商店街を行進しました。マグロ
の全長は、自分の体よりもはるかに大きかったことを記憶しています。
　体の線が細かった私の体重は当時
52㎏でしたが、現在は70㎏…。なん
と18㎏も増えています。
　写真のバックに写っているのは当時
の自社店舗で、今は「ナイトイン多賀」
として営業されています。現在地の馬
場崎町には1983年に移転しました。
また、写真に写っている子ども(左か
ら3人目)は、私の長男で現社長です。
　私は山梨県の出身で、結婚を機に
境港での生活が始まりました。境港
に引っ越して間もない頃、「友達を作
るには一番良い組織だ」という先代社長の勧めもあり、青年会議所
に入会しました。
　入会時にはどんな組織なのかもわかりませんでしたが、17年間在籍
し、39歳の時には理事長も務めています。先代社長の言葉どおり、
青年会議所での活動を通して、たくさんの良き先輩・後輩、友人・知
人を得ることができました。(談)

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 47

友人知人に恵まれた青年会議所時代
境港商工会議所 参与  木村 正明氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟の
写真をご紹介しています。今回は、参与・木村正明氏(前・副会頭、
㈱きさらぎ・代表取締役会長、69歳)の1枚です。

同社の商品を紹介する坂上武常務

ち
ょ
っ
と拝 見

日本食品工業

海
外
展
開
に
も
力
を
注
ぐ

お
い
し
い
食
品
を
提
案

　
同
社
の
創
業
者
は
、
中
西

秀
夫
氏
。
鳥
取
県
農
事
試
験

場
西
伯
分
場
に
勤
務
し
、
農

産
加
工
所
長
と
し
て
鳥
取
県

の
農
産
園
芸
を
推
進
し
ま
し

た
。
県
職
を
離
れ
て
か
ら
家

業
を
継
ぎ
、
天
然
醸
造
し
ょ

う
油
の
製
造
・
販
売
を
開
始

し
ま
す
。

　
１
９
６
９(

昭
和
44)

年

に
、
自
然
食
品
の
製
造
普
及

の
た
め
に
同
社
を
設
立
。
ス

タ
ー
ト
時
は
、
農
業
生
産
の

余
剰
品
を
引
き
取
っ
て
味
噌

や
醤
油
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
。

　
同
社
は
創
業
以
来
、
原
料

に
こ
だ
わ
っ
た
食
品
の
開
発

製
造
に
取
り
組
み
、
安
心
・

安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た

「
お
い
し
い
食
品
」
を
提
案
。

ま
た
、
お
客
様
か
ら
「
届
く

の
が
待
ち
遠
し
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
商
品
作

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
商
品
は
だ
し
、
だ

し
素
材
、
醤
油
な
ど
の
調
味

マグロの神輿で街を練り歩い
た木村正明氏（右から２人目）

　

日
本
食
品
工
業
㈱(

竹
内
町
、
中
西
和
夫
社
長)

は
、
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
の
「
だ
し
の
素
」
を
始
め
と
し
た
天
然
調
味
料
な

ど
、
数
多
く
の
食
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
坂
上
武

常
務
に
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

料
・
調
味
食
品
、
カ
レ
ー
ル

ウ
や
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
、

お
吸
い
物
な
ど
、
多
数
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
自
然
食
品

を
扱
う
各
種
の
団
体
な
ど
に

向
け
た
販
売
が
中
心
で
、
顧

客
の
希
望
に
合
わ
せ
た
Ｏ
Ｅ

Ｍ
製
品
も
手
が
け
て
き
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
商
社
な
ど
を
通

し
た
海
外
へ
の
販
路
拡
大
も

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

直
接
の
海
外
展
開
も
増
加
傾

向
で
す
。
今
は
、
タ
イ
が
中

心
で
、
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ハ
ワ
イ
と
も
取
引
が
あ

り
ま
す
。

　
坂
上
常
務
は
「
海
外
展
開

を
さ
ら
に
強
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
境
港
に
来
ら

れ
る
外
国
人
に
向
け
て
、
試

食
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
当
社

の
商
品
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
今
後
の
展
望
を
語

り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
０
２
１
８)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
９
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
働
き
方
改
革
関
連
法

の
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
」
が
い
よ
い
よ
、
こ
と
し

４
月
か
ら
中
小
企
業
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。
　

　
鳥
取
県
は
２
月
６
日
、
米

子
市
立
図
書
館(

米
子
市
中

町)

で
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
こ
の
規
制
へ
の
具
体
的
な

対
応
方
法
を
理
解
し
、
実
践

し
て
も
ら
お
う
と
、「『
時
間

外
労
働
上
限
規
制
』
実
務
対

応
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
講
座
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時

　
２
月
６
日
㈭

　
午
後

１
時
〜
５
時

場
所
　
米
子
市
立
図
書
館 

研
修
室
１(

２
階)

講
師

　
升
谷
浩
樹
氏(

升
谷

社
労
士
事
務
所
・
所
長
、
特

定
社
会
保
険
労
務
士)

対
象
　
企
業
・
団
体
の
労
務

管
理
担
当
者
な
ど

主
な
内
容

　
▽
労
働
行
政
の

大
き
な
動
き
▽
労
働
基
準
監

督
署
調
査
と
企
業
が
間
違
い

や
す
い
ポ
イ
ン
ト
▽
適
正
な

労
働
時
間
管
理
と
未
払
い
残

業
な
ど
の
原
因
と
対
策
▽
健

康
診
断
後
の
対
応
が
重
要
▽

現
場
の
管
理
職
が
カ
ギ(

人

事
部
だ
け
で
は
手
遅
れ
に
な

る)

▽
労
働
法
制
の
改
正
動

向定
員
　
30
人

　
な
お
、
午
後
５
時
か
ら
５

時
45
分
ま
で
、
働
き
方
改
革

サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取
が

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
鳥
取
県
と
っ
と
り
働
き
方

改
革
支
援
セ
ン
タ
ー(

☎
０

８
５
７
―
26
―
７
６
６
２)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

極
的
に
展
開
。
梅
﨑
社
長
は

「
先
代
は
、
海
外
販
売
は
あ

ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
に
興
味

が
あ
り
、
ル
ー
ト
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
引
き
継

い
で
、
海
外
に
販
路
を
広
げ

て
い
ま
す
。
今
後
も
海
外
に

日
本
の
も
の
を
プ
ッ
シ
ュ
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

　
同
社
は
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

漁
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
手

掛
け
る
会
社
で
す
。
梅
﨑
社

長
は
、
２
０
１
０
年
に
船
の

機
関
士
と
し
て
入
社
。
以
来
、

漁
業
専
門
で
業
務
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
５

年
10
月
に
前
代
表
取
締
役
の

梅
﨑
稔
氏
が
亡
く
な
り
、
事

業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　「
突
然
、
経
営
者
に
な
っ

た
の
で
、
経
営
や
経
理
の
こ

と
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
業
者
や
漁
具
屋
さ

ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

助
言
が
あ
っ
て
や
っ
て
こ
れ

ま
し
た
」
と
話
す
梅
﨑
社
長
。

　
同
社
は
ア
ジ
ア
圏
を
中
心

に
、
カ
ニ
の
海
外
販
売
も
積

ま
し
た
。

　
最
後
に
「
松
葉
ガ
ニ
に

注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す

が
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
も
大

き
く
、
お
い
し
い
も
の
が

獲
れ
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

に
来
て
い
た
だ
い
た
お
客

様
に
は
、
カ
ニ
自
体
の
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
言

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
自
身
も
漁
師

と
し
て
、
良
い
も
の
を
獲

っ
て
き
た
と
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
る
梅
﨑

社
長
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
―
１
５
２
０)

へ
。

社長就任から4年
ー 梅﨑水産 ー

境港商議所

会会 のの員員 今今 44

　

㈲
梅
﨑
水
産(

本
町)

は
、

２
０
１
５
年
に
梅
﨑
聖
也

氏
が
代
表
取
締
役
に
な
っ

て
か
ら
４
年
が
経
ち
ま
し

た
。
今
回
の「
会
員
の
今
」

は
、
同
社
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

意気込みを語る梅﨑聖也社長

中
小
企
業
向
け
に
対
策
講
座

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

鳥  取  県

2



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～65歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。













































軽減税率の確定申告について解説する松本
正福・副会頭＝松本会計事務所

区
分
経
理
を
適
切
に

　
軽
減
税
率
制
度
導
入
後
の

消
費
税
申
告
書
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
取
引
を
税
率
の
異

な
る
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳

(
区
分
経
理)

し
た
帳
簿
な

ど
に
基
づ
き
消
費
税
額
を
計

算
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

区
分
経
理
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
売
上
げ
は
、
交
付
し
た
請

求
書
の
控
え
を
基
に
帳
簿
な

ど
に
記
帳
し
ま
す
。
仕
入
れ

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
消
費
税
軽
減
税
率
の
確

定
申
告
の
時
期
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
消
費
税
申
告
書
の
作

成
に
当
た
っ
て
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
留
意
し
て
も
ら
い
た

い
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
境
港
商
工
会
議
所
の
松
本
正
福
・

副
会
頭(

(税)
松
本
会
計
事
務
所
・
代
表
社
員
、
税
理
士)

に

伺
い
ま
し
た
。

は
、
受
領
し
た
請
求
書
な
ど

を
基
に
区
分
経
理
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
の
帳
簿
の
記
載
要
件
と

し
て
追
加
さ
れ
た
の
は
、「
軽

減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る

旨
」
な
の
で
、
必
ず
し
も
仕

訳
を
区
分
し
な
く
て
も
よ
い

も
の
の
、
消
費
税
申
告
書
を

作
成
す
る
際
に
は
、
税
率
ご

と
の
集
計
が
必
要
と
な
る
こ

と
を
見
据
え
て
、
日
々
の
記

帳
か
ら
取
引
を
税
率
ご
と
に

区
分
し
て
お
く
こ
と
が
合
理

的
で
す
。

　
簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す

る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
売

上
げ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
区
分
ご
と
の
区
分
に

加
え
、
税
率
ご
と
の
区
分
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
軽
減
税
率
は
制
度
実
施
前

と
同
じ
８
㌫
で
す
が
、
消
費

税
率
と
地
方
消
費
税
の
割
合

が
異
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
区
分
経
理
に
当
た
っ
て

は
旧
税
率
、
軽
減
税
率
そ
れ

ぞ
れ
の
適
用
税
率
ご
と
に
区

分
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
２
０
１
９
年
10
月

１
日
前
後
の
取
引
が
あ
る
場

て
い
る
場
合
で
も
イ
ー
ト
イ

ン(

店
内
飲
食)

と
テ
イ
ク
ア

ウ
ト(

持
ち
帰
り)

と
で
は
、

適
用
税
率
が
異
な
る
の
で
、

販
売
時
点
で
買
い
手
に
対
し

て
「
意
思
確
認
」
を
行
う
な

ど
し
て
判
定
し
た
適
用
税
率

に
基
づ
き
、
区
分
経
理
と
申

告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
　
▽
店
内
飲
食
で
５
５
０

円
の
場
合
＝
本
体
価
格
５
０

０
円
＋
税
50
円(

10
㌫)

▽

持
ち
帰
り
で
５
５
０
円
の
場

合
＝
本
体
価
格
５
１
０
円
＋

税
40
円(

８
㌫)

税
率
に
誤
り
の
あ
っ
た
場
合

　
消
費
税
の
申
告
は
、
取
引

の
実
態
に
応
じ
て
適
正
な
適

で
す
。

必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
請
求
書
な
ど
の
受
領

　
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
請
求
書
な
ど
を
受
領

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

青
色
申
告
会
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
備
え
て
、
決
算

・
確
定
申
告
個
別
相
談
会

(

消
費
税
の
ご
相
談
も
可)

を
行
い
ま
す
。
ご
相
談
に
応

じ
る
の
は
、
専
門
指
導
員

(

中
国
税
理
士
会
米
子
支
部

の
会
員
税
理
士)

で
す
。

　
２
０
１
９
年
分
の
確
定
申

告
は
２
月
17
日
か
ら
３
月
16

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
日
で
も
遅
れ
る
と
期
限
後

申
告
と
な
り
、
特
例
な
ど
が

適
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
消
費
税
の
課
税
事

業
者
の
場
合
、
消
費
税
の
申

告
も
必
要
で
す
。
消
費
税
の

申
告
期
限
は
３
月
31
日
と
な

り
ま
す
。

　
決
算
・
確
定
申
告
個
別
相

談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の

通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
27
日
㈭
・
28
日

㈮
、
３
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

の
４
日
間
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

会
議
室(

境
港
市
上
道
町)

参
加
料
　
無
料

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

決
算
書
、
申
告
書
、
帳
簿
一

式
、
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要

な
書
類

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

合
に
は
、
適
用
税
率
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
請

求
書
や
レ
シ
ー
ト
を
基
に
確

認
し
た
り
、
取
引
先
に
聞
く

な
ど
、
取
引
ご
と
の
適
用
税

率
を
確
認
の
上
、
区
分
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ー
ト
イ
ン
・
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
を
税
込
同
一
価
格
で
販
売

　
税
込
同
一
価
格
を
採
用
し

用
税
率
を
判
定
し
、
そ
の
判

定
し
た
適
用
税
率
に
基
づ
い

て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
小
売
店
な
ど

で
、
買
い
手
に
対
し
て
誤
っ

た
税
率
に
基
づ
い
て
税
込
対

価
を
計
算
し
た
レ
シ
ー
ト
を

交
付
し
て
い
た
場
合
で
も
、

「
取
引
の
事
実
」
に
基
づ
く

適
正
な
税
率
で
計
算
し
て
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
誤
っ
た
税
率
に
基

づ
い
て
税
込
対
価
を
計
算
し

た
レ
シ
ー
ト
を
受
領
し
た
場

合
に
は
、
取
引
先
に
対
し
て

「
取
引
の
事
実
」
に
基
づ
く

レ
シ
ー
ト
の
再
発
行
を
依
頼

す
る
と
い
っ
た
対
応
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ
た

帳
簿
と
「
区
分
記
載
請
求
書

等
」
の
保
存
が
必
要
な
た
め

し
た
場
合
に
は
、
取
引
相
手

に
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た

請
求
書
な
ど
の
再
交
付
を
依

頼
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
取
引
の
事
実
に
基

づ
い
て
「
軽
減
税
率
の
対
象

品
目
で
あ
る
旨
」
と
「
税
率

ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た

対
価
の
額(

税
込)

」
を
受
領

者
が
追
記
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
対
応
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
請
求
書

な
ど
を
受
領
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
内
容
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

年
間
取
引
の
集
計

　
区
分
経
理
に
基
づ
き
、
年

間
の
取
引
を
集
計
し
ま
す
。

元
帳
の
勘
定
科
目
ご
と
・
税

率
ご
と
の
取
引
の
合
計
額
か

ら
税
率
ご
と
に
区
分
し
た
課

税
売
上
げ
と
課
税
仕
入
れ
を

集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
勘
定
科
目
ご
と
の
集
計
を

行
い
、
課
税
取
引
金
額
計
算

表
な
ど
の
作
成
を
し
て
お
く

と
、
申
告
書
の
作
成
が
簡
単

に
で
き
ま
す
。

　
軽
減
税
率
制
度
に
対
応
し

た
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て

い
る
場
合
で
も
日
々
の
取
引

を
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
入

力
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

申
告
書
の
作
成

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
集

計
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
作

成
し
た
課
税
取
引
金
額
計
算

表
な
ど
か
ら
申
告
書
付
表
に

転
記
し
て
い
け
ば
、
申
告
書

の
作
成
が
可
能
で
す
。

　
同
計
算
書
な
ど
で
集
計
し

た
内
容
を
基
に
し
て
、
課
税

売
上
げ
と
課
税
仕
入
れ
を
適

用
税
率
ご
と
に
消
費
税
申
告

書
と
付
表
に
転
記
し
て
消
費

税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　
軽
減
税
率
制
度
実
施
後
の

申
告
書
の
様
式
は
、
複
数
税

率
に
対
応
し
た
様
式
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
成
手

順
自
体
は
こ
れ
ま
で
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

税
率
区
分
に
細
心
の
注
意
を

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

地　　方
消費税率

旧 税 率
(2019年
 9月30日
 まで）

軽減税率

標準税率

6.24%

6.30%

7.80%

1.76%

1.70%

2.20%

8%

8%

10%

消費税率区　分 合 計

旧税率の適用される取引がある場合

消費税額の
17/63

消費税額の
22/78

消費税額の
22/78

決
算・確
定
申
告
個
別
相
談
会

専
門
指
導
員
が
応
じ
ま
す
境港商議所
境港青申会

消費税軽減税率 確定申告のポイント
松本正福税理士（　　　）に聞く松本正福税理士（　　　）に聞く境　港

商議所副会頭紙上ゼミナー
ル
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各電源のCO₂排出量

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】　事務局：境港商工会議所  相談課内（☎44-1111）／資料提供：中国電力㈱鳥取支社

火力発電は、石炭・石油・天然ガスな
どの化石燃料を燃やして発電してい
るため、発電の過程でCO₂を排出し
ます。一方、原子力発電は、水力や太
陽光などの自然エネルギーと同様に
発電時にCO₂を排出しないため、温
室効果ガスを最大限に削減できる切
り札と言われています。

※発電燃料の燃焼に加え、原料の採
掘から発電設備等の建設・燃料輸
送・精製・運用・保守等のために消費
されるすべてのエネルギーを対象
としてCO₂排出量（原単位）を算出
しています

石炭
火力

864

943

79

695

738

43

476

599

123

376

474

98
38

発電燃料燃焼

26 19 13 11

400

200

600

800

1,000
（g-CO²／kWh）

石油
火力

天然ガス
火力

天然ガス
コンバインド

太陽光 風力 原子力 地熱 水力
出典：「原子力・エネルギー図面集」をもとに作成

火力

発電時に燃料を燃やすため
CO₂が発生する

発電時にCO₂が発生しない

設備・運用




































































　
昨
年
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
入
り
込
み
客
数
は
、
８

年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人
の
大

台
を
突
破
し
、
約
３
０
０
万

９
０
０
０
人
で
し
た
。

２
０
１
９
年
の
入
り
込
み
客
数

８
年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人
突
破

８
年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人
突
破

水木しげるロード

300万人突破を祝う鬼太郎ら　ⓒ水木プロ

簡単で美味しい「のどぐろ姿煮」

境港の印象を話す谷村俊治・新所
長＝境港商工会議所

　
一
昨
年
７
月
に
完
成
し
た

大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
引

き
続
き
好
評
で
、
特
に
照
明

デ
ザ
イ
ン
賞
最
優
秀
賞(

照

明
学
会)

を
獲
得
し
た
夜
間

演
出
照
明
は
、
夜
に
訪
れ
る

観
光
客
を
掘
り
起
こ
し
、
ま

た
滞
在
時
間
の
延
長
も
促
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
昨
年
放
送
が

始
ま
っ
た
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
第
６
期
も

放
送
が
続
い
て
お
り
、
若
年

層
の
新
た
な
フ
ァ
ン
も
獲
得

し
て
い
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
、

２
０
１
０(

平
成
22)

年
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
が
放
送

さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
約
３

７
２
万
人
の
お
客
様
が
訪
れ

ま
し
た
。
翌
年
も
引
き
続
き

客
足
は
好
調
に
推
移
し
、
約

３
２
２
万
人
が
来
場
。

　
近
年
も
概
ね
２
０
０
万
人

の
お
客
様
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
ア

ニ
メ
な
ど
の
効
果
で
客
足
も

伸
び
、
一
昨
年
は
約
２
７
０

万
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
、
２
０
１
１(

平

成
23)

年
以
来
８
年
ぶ
り
の

３
０
０
万
人
突
破
と
い
う
快

挙
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
こ

と
し
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら

の
累
計
入
り
込
み
客
数
が
４

０
０
０
万
人
を
超
え
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
の
上
海

便
就
航
や
春
に
供
用
開
始
と

な
る
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

寄
港
な
ど
で
、
国
内
外
の
多

く
の
皆
さ
ん
が
境
港
を
訪
れ

る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
お

客
様
が
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
と
、
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
高
級
魚
と
し
て
知
ら
れ
る

魚
、
ノ
ド
グ
ロ
。
正
式
名
称

は
ア
カ
ム
ツ
で
す
が
、
口
の

中
が
黒
い
た
め
こ
う
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
数
年
前
、
プ
ロ

テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
錦
織

圭
選
手
の
発
言
も
あ
り
、
山

陰
を
代
表
す
る
魚
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
地
元
の
新
鮮
な
ノ
ド

グ
ロ
を
「
も
っ
と
気
軽
に
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
美

味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
同
社
・
内
田
社
長

の
熱
い
思
い
か
ら
、
構
想
２

年
、
試
作
に
１
年
の
歳
月
を

か
け
て
完
成
し
た
「
の
ど
ぐ

ろ
姿
煮
」。

　
名
前
の
通
り
、
姿
の
ま
ま

を
秘
伝
の
煮
汁
で
煮
込
ん
で
、

冷
ま
し
て
味
を
な
じ
ま
せ
、

た
っ
ぷ
り
の
煮
汁
と
と
も
に

パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
て
か
ら
凍
ら

せ
て
完
成
と
な
り
ま
す
。

　
食
べ
る
と
き
は
湯
煎
に
す

る
か
、
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン

す
れ
ば
、
ご
家
庭
で
簡
単
に

プ
ロ
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
冷
凍
を
少
し
戻

し
て
か
ら
温
め
る
と
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
で
す
。

　
ま
た
、
ノ
ド
グ
ロ
の
旨
味

が
し
っ
か
り
溶
け
込
ん
だ
た

っ
ぷ
り
の
煮
汁
は
、
ご
飯
に

か
け
て
食
べ
る
と
、
美
味
し

さ
が
２
度
味
わ
え
ま
す
。

　
１
３
０
㌘
、
２
０
０
㌘
、

２
６
０
㌘
入
り
と
３
種
類
あ

り
、
用
途
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
贈
答

品
と
し
て
も
喜
ば
れ
そ
う
な

一
品
で
す
。

　「
の
ど
ぐ
ろ
姿
煮
」
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
㈱
ウ
チ
ダ

フ
ー
ズ(

☎
44
―
２
８
１
５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
ウ
チ
ダ
フ
ー
ズ(

昭
和
町
、
内
田

幸
二
社
長)

の
「
の
ど
ぐ
ろ
姿
煮
」
で
す
。

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
米
子
営
業
所
に
１
月
１
日
付
で
、
谷

村
俊
治
・
新
所
長
が
着
任
。
そ
こ
で
、
境
港
の
印
象
や
今
後

の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

我が社

の一品
我が社

の一品

ウ
チ
ダ
フ
ー
ズ

の
ど
ぐ
ろ
姿
煮

―
境
港
の
感
想
は
、
い
か
が

で
す
か
。

　
ま
だ
着
任
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
何
度
か
境
港
を
訪
問

し
ま
し
た
。
海
産
物
と
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
で
す
ね
。
私
は
全
国
各

地
の
営
業
所
を
回
り
、
東
京

都
八
王
子
市
の
営
業
所
に
も

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
水
木
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
あ
る
調
布
市
や
深
大
寺
に

も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
印
象
は
も
っ
と
強
烈
で
し

た
。
本
場
は
違
う
な
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
気
さ
く
で

優
し
い
人
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―
ア
ク
サ
生
命
保
険
の
事
業

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
当
社
は
、
商
工
会
議
所
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
会
員
事

業
所
に
向
け
た
保
険
営
業
を

主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

主
要
な
も
の
は
、
福
利
厚
生

や
退
職
金
と
い
っ
た
共
済
制

度
の
推
進
で
す
が
、
事
業
承

継
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

社
長
の
退
職
金
を
含
め
た
保

険
の
提
案
や
自
社
株
の
評
価

を
算
出
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
す
。

―
健
康
経
営
の
支
援
も
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

　
は
い
。
従
業
員
さ
ん
を
対

象
に
、
食
事
や
飲
み
物
、
運

動
、
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
、
タ

バ
コ
な
ど
の
項
目
で
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
ま
す
。
集
計
し

て
会
社
全
体
の
傾
向
を
提
示

し
、
健
康
対
策
の
取
り
組
み

を
提
案
す
る
の
で
す
。「
職

域
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
会
社

で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
米
子
営
業
所
で
も
実
践
さ

れ
て
い
る
と
か
。

　
そ
う
で
す
。
ま
ず
、
自
分

た
ち
が
健
康
で
あ
る
べ
き
だ

と
自
覚
し
て
、
社
員
そ
し
て

家
族
が
率
先
し
て
健
康
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
経
験
を
営
業
活
動
に
も
役

立
て
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。

　
保
険
営
業
の
仕
事
に
限
ら

ず
、
健
康
な
ど
の
情
報
提
供

も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社

の
社
員
が
皆
さ
ん
の
事
業
所

を
お
じ
ゃ
ま
し
た
際
に
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

谷
村
俊
治(

た
に
む
ら
・
と

し
は
る)

氏
　
56
歳
。
鹿
児

島
市
出
身
。
米
子
市
在
住
。

アクサ生命保険米子営業所

谷村俊治・新所長に聞く

　 (

一
社)

境
港
水
産
振

興
協
会
は
年
間
を
通
し
て

「
境
漁
港
見
学
ツ
ア
ー
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
、
一
般
の
人
が
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
漁
港
や

卸
売
市
場
を
ガ
イ
ド
が
ご
案

内
す
る
、
約
50
分
間
の
ツ
ア

ー
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
え
ば
、
水
揚
げ
シ
ー
ン

や
入
札
の
様
子
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会

(

☎
44
―
６
６
６
８)

へ
。

漁
港
見
学
ツ
ア
ー

参
加
者
を
募
集
中

4
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飲食店部門優秀賞の「蟹せいろめし」

飲食店部門最優秀賞を獲得した
「かにトロしゅうまい」

　
名
物
料
理
を
作
る
会(

土

井
一
朗
会
長)

は
、「
カ
ニ
水

揚
げ
日
本
一
」
を
誇
る
境
港

の
「
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
松
葉

ガ
ニ
」
を
題
材
に
「
蟹
取
県

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」を
開
催
。「
飲
食
店
部
門
」

と
「
旅
館
ホ
テ
ル
部
門
」
の

２
部
門
で
合
わ
せ
て
15
店
舗

が
参
加
し
、
15
の
料
理
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
鳥
取

県
の
展
開
す
る
「
蟹
取
県
ウ

ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
併
せ
て
、
昨
年
10
月
29
日

に
皆
生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天

水(

米
子
市
皆
生
温
泉)

で

開
催
さ
れ
た
も
の
。

　
米
子
・
境
港
か
ら
飲
食
店

７
店
舗
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
８

軒
が
そ
れ
ぞ
れ
一
品
ず
つ
を

出
品
し
、
一
般
参
加
者
28
人

と
関
係
者
30
人
が
試
食
。
気

に
入
っ
た
料
理
に
投
票
し
て

各
賞
を
決
め
ま
し
た
。

　
飲
食
店
部
門
で
は
、
境
港

市
竹
内
団
地
の
御
食
事
処 

弓
ヶ
浜
が
「
か
に
ト
ロ
し
ゅ

名 物 料 理
を 作 る 会

境
港
産
の
カ
ニ
Ｐ
Ｒ
に
力

多
彩
な
料
理
で
競
う

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理

コ
ン
テ
ス
ト

う
ま
い
」
で
最
優
秀
賞
を
獲

得
。
米
子
市
角
盤
町
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
寿
司
和
食 

海
王

が
「
蟹
せ
い
ろ
め
し
」
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
部
門
の
最

優
秀
賞
は
、
皆
生
つ
る
や

(

米
子
市
皆
生
温
泉)

の
「
紅

ズ
ワ
イ
蟹
す
り
流
し
」
で
、

優
秀
賞
は
、
皆
生
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
天
水
の
「
紅
蟹
甲
羅

ハ
リ
ハ
リ
玉
〆
」
で
し
た
。

　
同
会
の
戸
田
博
敏
事
務
局

長
は
「
新
し
い
カ
ニ
の
食
べ

方
を
提
案
し
よ
う
と
い
う
挑

戦
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に

食
べ
て
い
た
だ
き
、
盛
り
上

げ
て
ほ
し
い
で
す
。
第
２
弾

を
こ
と
し
の
秋
に
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
詳
し
く
は
、
同
会
事
務
局

(

仕
出
し
料
理
味
屋
内
・
☎

27
―
０
０
８
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　 ４ 月２３日（木）～ ５ 月１５日（金）

１～３級 第１５６回 １１月１５日（日） ※ ９ 月１６日（水）～１０月１６日（金）
　１０月 １ 日（木）～１０月１６日（金）

２～３級 第１５７回  ２ 月２８日（日） ※１２月２９日（火）～ １ 月２９日（金）
　 １ 月 ８ 日（金）～ １ 月２９日（金）

リ テ ー ル
マーケティング
（ 販 売 士 ）

２～３級
第８６回  ７ 月１１日（土） ※ ５ 月１９日（火）～ ６ 月１９日（金）

　 ６ 月 ５ 日（金）～ ６ 月１９日（金）

第８７回  ２ 月１７日（水） ※１２月２２日（火）～ １ 月２２日（金）
　 １ 月 ８ 日（金）～ １ 月２２日（金）

日 商 珠 算
（ そ ろ ば ん ）

１～３級 第２１９回  ６ 月２８日（日） 　 ５ 月１３日（水）～ ５ 月２８日（木）

１～３級 第２２０回 １０月２５日（日） 　 ９ 月 ３ 日（木）～ ９ 月２４日（木）

１～３級 第２２１回  ２ 月１４日（日） 　１２月１７日（木）～ １ 月１４日（木）

ネ
　
ッ

　
ト

　
試

　
験

簿記初級／原価計算初級 随　　　　時

日 商 Ｐ Ｃ
（文 書 作 成）
（デ ー タ 活 用）
（プレゼン資料作成）

１級 １０月４日（日）・２月２１日（日）
２級・３級・
Basic 随　　　　時

電子会計実務
１級 １０月４日（日）・２月２１日（日）

２級・３級 随　　　　時

日商ビジネス英語
１級 １０月４日（日）・２月２１日（日）

２級・３級 随　　　　時

日商プログラミング
EXPERT・
STANDARD・
BASIC・ENTRY

随　　　　時

ビジネスキーボード／キータッチ2000テスト 随　　　　時

※ネット試験の施行日と申込
受付期間は、試験会場にお
問い合わせください。

2020年度の各種検定試験スケジュール　境港商工会議所

　境港商工会議所が実施する２０２０年度検定試験のあらましは、次の通りです。
詳しくは、境港商工会議所検定係（☎４４－１１１１）にお問い合わせください。

　
蟹
取
県
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
の
一
環
と
し
て
、

名
物
料
理
を
作
る
会
は
、「
ウ

ェ
ル
カ
ニ
料
理
イ
ン
ス
タ
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
で
す
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
第

１
弾
を
昨
年
11
月
10
日
か
ら

こ
と
し
１
月
31
日
ま
で
実
施
。

第
２
弾
を
２
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
２
月
29
日
ま
で

応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
同
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
参
加
方

法
は
①
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
店
舗

で
「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
」
を

注
文
②
そ
の
料
理
を
撮
影
し

て
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
#
ウ
ェ

ル
カ
ニ
料
理
」
を
つ
け
て
１

枚
以
上Instagram

に
投
稿

(

公
開
投
稿
と
し
て)

―
す

る
こ
と
で
す
。

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

15
人
に
２
０
０
０
円
分
の
食

事
券
が
当
た
り
ま
す(

当
選

者
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
連
絡)

。

　
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
を
味
わ

い
た
い
時
は
、
予
約
制
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

同
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

「
名
物
料
理
を
作
る
会
」

で
検
索
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照)

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
会
事
務
局

(

仕
出
し
料
理
味
屋
内
・
☎
27

―
０
０
８

０)

に
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
蟹
取
県
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
品
料

理
は
、次
の
通
り
で
す(

両

部
門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
を
除
く)

。

飲
食
店
部
門
　
▽
美
酒
佳

肴 

ゆ
ら
く(

米
子
市
明
治

町)

＝
松
葉
が
に
と
伯
耆

の
き
の
こ
の
ク
ロ
ケ
ッ
ト

▽
ゴ
ク
う
ま
ラ
ー
メ
ン
太
陽

軒
４
３
１
号
店(

米
子
市
西

福
原)

＝
境
港
か
に
ラ
ー
メ

ン
▽
ペ
ン
ト
ラ
マ
ン
マ(

米

子
市
加
茂
町)

＝
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
パ
ス
タ(

パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー

ノ
か
け)

▽
㈲
こ
め
や
産
業

(

境
港
市
外
江
町)

＝
境
港
産

紅
ズ
ワ
イ
蟹
使
用
磯
の
蟹
お

こ
わ
▽
Ｓ
Ｏ
―
Ｊ
Ｕ(

米
子

市
錦
町)

＝
カ
ニ
ピ
ラ
フ

旅
館
・
ホ
テ
ル
部
門
　
▽
華

水
亭(

米
子
市
皆
生
温
泉)

＝
紅
ズ
ワ
イ
蟹
の
カ
ニ
味
噌

ご
飯
▽
皆
生
菊
乃
家(

米
子

市
皆
生
温
泉)

＝
蟹
の
イ
ギ

ス
寄
せ
▽
松
涛
園(

米
子

市
皆
生
温
泉)

＝
鳥
取
イ

ナ
バ
の
白
夜
蒸
し
▽
味
屋

プ
ラ
ザ(

日
吉
津
村
日
吉

津)

＝
冬
の
パ
ー
テ
ィ
ー
コ

ー
ス
▽
バ
ン
ケ
ッ
ト
＆
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グchouchou

(

シ
ュ
シ
ュ
、
米
子
市
加

茂
町)

＝
松
葉
ガ
ニ
の
ラ

ビ
オ
リ
▽
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
カ

フ
ェ
・
イ
ン
・
ザ
・
パ
ー

ク
（
米
子
市
久
米
町
）
＝

境
港
産
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

パ
イ
包
み
焼
き
、
大
葉
風

味
ソ
ー
ス
シ
ョ
ロ
ン

コンテスト
出品料理

ご紹介
ウェルカニ料理撮りで

抽選で食事券が当たる

インスタチャレンジ！

蟹 取 県
ウェルカニ
キャンペーン

蟹 取 県
ウェルカニ
キャンペーン
www.kanitoriken.jp

かにとりけん
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こ
と
し
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
境
港
寄
港
予
定
は
、
７
月

31
日
ま
で
の
と
こ
ろ
28
隻
と

な
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
し

て
45
隻
程
度
の
寄
港
予
定
で

す
。
昨
年
は
、
53
隻
が
寄
港

し
、
約
６
万
４
０
０
０
人
の

乗
客
が
境
港
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　
こ
と
し
か
ら
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
寄
港
時
に
使
用
す
る
岸

壁
は
主
に
、
４
月
上
旬
に
完

成
予
定
の
境
夢
み
な
と
タ
ー

ミ
ナ
ル(

竹
内
団
地)

の
あ

る
竹
内
南
岸
壁
と
な
り
ま
す
。

　
竹
内
南
岸
壁
の
オ
ー
プ
ン

は
、
４
月
14
日
。
記
念
す
べ

き
１
回
目
は
、
す
っ
か
り
境

港
で
お
な
じ
み
に
な
っ
た
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
で

す
。

　
昨
年
初
寄
港
し
た
ク
イ
ー

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
は
、
４
月

25
日
と
５
月
11
日
に
寄
港
予

定
が
あ
り
、
秋
も
含
め
て
年

間
３
回
寄
港
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
16
万

㌧
級
の
ク
ァ
ン
タ
ム
・
オ
ブ

・
ザ
・
シ
ー
ズ
は
、
主
に
中

国
人
を
乗
せ
て
６
月
以
降
に

寄
港
す
る
予
定
。

　
こ
と
し
前
半
に
初
寄
港
す

る
船
は
、
コ
ス
タ
・
ベ
ネ
チ

ア
、
サ
フ
ァ
イ
ヤ
・
プ
リ
ン

セ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
３
隻
で
す
。

そ
し
て
、
秋
に
は
ク
リ
ス
タ

ル
・
エ
ン
デ
バ
ー
が
初
寄
港

し
ま
す
。

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
完
成
で
、
客
船
の
受
け
入

れ
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
竹

内
団
地
に
あ
る
各
店
舗
を
歩

く
な
ど
、
乗
船
客
の
楽
し
み

も
増
え
、
周
辺
も
に
ぎ
わ
う

で
し
ょ
う
。

　
初
寄
港
と
な
る
４
隻
の
寄

港
予
定
は
、
次
の
通
り
で
す
。

コ
ス
タ
・
ベ
ネ
チ
ア

▽
寄
港
日
＝
４
月
５
日
㈰
▽

総
㌧
数
＝
13
万
５
５
０
０
㌧

▽
全
長
＝
３
２
３
・
６
㍍
▽

乗
客
定
員
＝
５
２
６
０
人
▽

乗
船
客
の
主
な
国
籍
＝
台
湾

サ
フ
ァ
イ
ヤ
・
プ
リ
ン
セ
ス

▽
寄
港
日
＝
６
月
13
日
㈯
▽

総
㌧
数
＝
11
万
５
８
７
５
㌧

▽
全
長
＝
２
９
０
㍍
▽
乗
客

定
員
＝
２
６
７
８
人
▽
乗
船

客
の
主
な
国
籍
＝
中
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
ス
ピ

リ
ッ
ト

▽
寄
港
日
＝
７
月
31
日
㈮
▽

竹内南岸壁に寄港するクルーズ客船（イメージ）

総
㌧
数
＝
７
万
５
９
０
４
㌧

▽
全
長
＝
２
６
８
・
６
㍍
▽

乗
客
定
員
＝
２
０
１
８
人
▽

乗
船
客
の
主
な
国
籍
＝
欧
米

ク
リ
ス
タ
ル
・
エ
ン
デ
バ
ー

▽
寄
港
日
＝
９
月
４
日
㈮
▽

総
㌧
数
＝
１
万
９
５
０
０
㌧

▽
全
長
＝
１
６
４
㍍
▽
乗
客

定
員
＝
２
０
０
人
▽
乗
客
の

主
な
国
籍
＝
欧
米

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
予

定
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
境

港こ
う

管
理
組
合
総
務
課(

☎
44

―
３
７
０
５)

へ
。

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
活
用
で
に
ぎ
や
か
に

こ
と
し
の
予
定
は
約
45
隻

境
港
寄
港
の

ク
ル
ー
ズ
客
船

　
中
国
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
２
月
29
日
、
森

本
敏さ

と
し

氏
を
迎
え
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
　

　
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
29
日
㈯
　
午
後

２
時
〜
３
時
30
分(

午
後
１

時
30
分
開
場)

会
場
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

(

境
港
市
中
野
町)

講
師

　
森
本
敏
氏(

拓
殖
大

学
総
長
、
元
・
防
衛
大
臣)

テ
ー
マ
　
今
後
の
国
際
情
勢

と
日
本
の
課
題
〜
国
家
の
安

全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
考
え
る
〜

入
場
料
　
無
料

定
員
　
４
０
０
人(

予
約
制
、

先
着
順)

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
同
事
務
局(

境
港
商
工
会

議
所
内
・
☎
44
―
１
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
本
敏
氏
迎
え
講
演
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
国
地
域

2月29日

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時30分から３時30分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎22－3570）

２月の相談日

2月 6日㈭ 産 業 医

2月13日㈭ 産 業 医

2月27日㈭ 産 業 医

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
の
消

費
増
税
に
伴
い
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
還
元
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
便
乗
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
詐
欺
な
ど
の

手
口
に
よ
り
、「
勝
手
に
買

い
物
を
さ
れ
た
」「
残
高
が

な
く
な
っ
て
い
る
」「
カ
ー

ド
番
号
を
送
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
っ
た
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
手
口
は
、「
未
納
料

金
」「
至
急
」
な
ど
の
不
安

や
焦
り
を
誘
う
文
言
な
ど
を

記
載
し
た
メ
ー
ル
が
届
き
、

リ
ン
ク
先
を
タ
ッ
プ
す
る
と

偽
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
が
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
り
、
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
の
個

人
情
報
の
入
力
を
促
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
い
っ
た
ん
落
ち
着
い
て
事

実
を
確
認
し
た
り
、
警
察
に

相
談
し
た
り
す
る
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー

ド
の
変
更
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
停
止
措
置
を
行
い
、

管
轄
の
警
察
署
に
資
料
を
持

参
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

へ
。

落
ち
着
い
て
事
実
の
確
認
を

便
乗
詐
欺
に
ご
注
意

消
費
税
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
還
元
事
業

境港警察署

　同店は全身のもみほぐしや足つぼなど、リラクゼーションを提供
するお店です。スーツ姿のサラリーマンから、お孫さん連れのお年
寄りまで、男女問わず幅広いお客様が来店します。
　お店に入って左側に、存在感を放つ大きな白いボックスがありま
す。これが今回導入した酸素ボックスです。同種のものとしては、
多くのアスリートが利用して
いる酸素カプセルが有名で
すが、酸素ボックスはそれ
を大型化したものです。
　吉田代表は導入にあたり、
実際に試してみたとのこと。
「最初の1回は全く効果を実
感できませんでしたが、3回、
4回と試すと尿の量が変わる
など、代謝が良くなったのが
実感できました」と話す吉
田代表。
　また、「繁忙期の疲れ切った時に使ってみると、翌日に疲れが全く
残りませんでした。毎日疲れ果てていても、翌日には元のパフォー
マンスを発揮しなければならないアスリートが使う理由がわかりま
す」と効果をアピール。
　酸素ボックスの中は、テレビ、エアコン、Wi-Fi（ワイファイ）を完
備。吉田代表は「枕も用意していますので、寝ることもできます。く
つろぎの空間として使っていただけたら」とPRしました。
　詳しくは、同店(☎44-5588)にお問い合わせください。

　ほぐし処やすらぎ空間(上道町、吉田泰久代表)は昨年12月、
高気圧酸素ボックスを導入しました。今回の企業探訪は同店に
登場していただきます。

Part

42企業探訪企業探訪企業探訪
最先端設備でくつろぎの場を提供

― ほぐし処やすらぎ空間 ―

高気圧酸素ボックスを導入

高気圧酸素ボックスを紹介する吉田泰久代表
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など

山本博敏税理士事務所
税 理 士 山　本　博　敏

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp
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境　港

№90

青色申告会

青色申告会の元気企業

カウンセリングに注力
ー Luana Hairsalon ー
（ルアナ・ヘアーサロン）

インタビューに応じる森脇真衣さん

　
暮
れ
の
片
づ
け
を
し
て
い

る
中
、
最
近
よ
く
聞
く
言
葉

が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　「
断
捨
離
」や「
終
活
」な
ど

で
す
。
終
活
に
つ
い
て
は
準

備
を
し
て
お
く
方
が
い
い
と

は
思
う
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

遠
い
こ
と
。
で
も「
断
捨
離

ら
し
き
も
の
は
し
て
お
か
な

い
と
い
け
な
い
か
な
」と
思

い
な
が
ら
年
末
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
、
ひ

と
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
２
月

に
入
る
と
途
端
に
気
忙
し
く

な
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
確
定

申
告
の
準
備
を
し
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
準
備
は
い
か
が
で

す
か
。

　
不
明
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
境
港
青
色
申
告
会

事
務
局(

境
港
商
工
会
議
所

内
・
☎
44
―
１
１
１
１)

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　

I

【事業所のあらまし】

事業所名 Luana Hairsalon

代 表 者 森脇 真衣（もりわき・まい）

所 在 地 境港市渡町２７４３-２

事業内容 美容室

営業時間 ９：００～１８：００

T E L ０８５９-５７-８２８６

税務・会計
一 口 メモ

…26
決算と確定申告

　
令
和
１
年
分
の
確
定
申
告

受
付
が
２
月
17
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
確
定
申
告
は

個
人
の
１
年
間
の
所
得
を
精

算
し
納
税
額
を
確
定
す
る
も

の
で
す
が
、
事
業
所
得
者
の

場
合
、
ま
ず
決
算
の
確
定
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　
決
算
と
確
定
申
告
の
方
法

は
、
次
の
通
り
で
す
。

決
算
整
理
事
項

〈
棚
卸
し
の
確
認
〉

　
年
末
に
在
庫
と
し
て
残
っ

て
い
る
商
品
、
原
材
料
な
ど

は
棚
卸
資
産
と
し
て
計
上
し

ま
す
。

〈
減
価
償
却
費
の
計
上
〉

　
建
物
、
機
械
、
車
両
、
器

具
備
品
な
ど
、
固
定
資
産
は

取
得
価
額
が
そ
の
ま
ま
経
費

に
な
る
の
で
は
な
く
、
法
定

耐
用
年
数
と
償
却
方
法
に
よ

り
計
算
し
た
減
価
償
却
費
だ

け
が
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

〈
自
家
消
費
〉

　
商
品
な
ど
を
家
事
の
た
め

に
消
費
し
た
場
合
は
そ
の
価

額
を
収
入
金
額
と
し
て
計
上

し
ま
す
。

〈
家
事
関
連
費
〉

　
店
舗
兼
住
宅
の
地
代
家
賃

な
ど
の
内
、
住
宅
部
分
に
つ

い
て
は
必
要
経
費
と
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
合

理
的
な
基
準
に
よ
り
按
分
計

算
し
ま
す
。
事
業
と
個
人
、

何
れ
に
も
使
用
す
る
車
の
ガ

ソ
リ
ン
代
な
ど
も
同
様
で
す
。

確
定
申
告
の
準
備

　

　
決
算
の
数
字
が
ま
と
ま
っ

た
ら
次
は
確
定
申
告
で
す
。

　
所
得
金
額
か
ら
各
所
得
控

除
額
を
差
し
引
き
、
そ
れ
に

対
す
る
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

税
額
控
除
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
を
控
除
し
て
税
額
を
確

定
し
申
告
納
付
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

M

　
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な

職
業
に
就
き
た
い
か
と
い
う

こ
と
を
、
あ
る
程
度
の
年
齢

に
な
る
と
考
え
る
よ
う
に
な

る
。
森
脇
さ
ん
は「
子
ど
も

が
好
き
だ
か
ら
保
育
士
に
な

り
た
い
な
」と
思
っ
て
い
た

そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
祖
父
か
ら「
手

に
職
を
付
け
た
ら
い
い
」と

言
わ
れ
、
両
親
か
ら
も「
器

用
だ
か
ら
美
容
師
が
い
い
」

と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
自
分
が
カ
ッ
ト
し
て
も

ら
っ
て
い
た
美
容
室
で
仕
事

の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

　
そ
こ
で「
お
客
さ
ん
が
子

ど
も
か
ら
大
人
に
な
り
、
ま

た
そ
の
子
と
つ
な
が
り
が
で

き
る
。
素
敵
な
仕
事
だ
」と
、

美
容
師
の
仕
事
の
魅
力
を
教

え
ら
れ
、
方
向
転
換
し
て
美

容
専
門
学
校
に
進
学
。
そ
し

て
そ
の
美
容
室
に
就
職
し
た
。

　
13
年
間
技
術
を
磨
き
、
責

任
の
あ
る
ポ
ス
ト
に
も
就
い

た
が
、
ご
両
親
が
大
阪
か
ら

境
港
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、

自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
一
緒
に
境
港
に
や

っ
て
き
た
。
そ
し
て
２
０
１

９
年
９
月
ル
ア
ナ
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
隣
の
店
舗
は
お
兄
さ
ん
の

た
こ
焼
き
屋
さ
ん
で
仲
良
し

家
族
だ
。

　
境
港
に
知
り
合
い
の
い
な

い
森
脇
さ
ん
に
と
っ
て
お
客

さ
ん
を
獲
得
す
る
の
は
大
変

だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
チ
ラ
シ
配
布
、

新
聞
に
出
た
り
と
、
い
ろ
い

ろ
努
力
す
る
う
ち
に
電
話
が

掛
か
っ
て
き
た
り
、
お
客
さ

ん
か
ら
家
族
や
友
達
の
紹
介

が
あ
っ
た
り
し
て
お
客
さ
ん

が
徐
々
に
増
え
、
少
し
ず
つ

お
店
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ

る
。

　
初
め
て
の
お
客
さ
ん
に
は

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
に

希
望
な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、

お
客
さ
ん
の
ヘ
ア
イ
メ
ー
ジ

と
森
脇
さ
ん
の
提
案
を
す
り

合
わ
せ
相
談
し
な
が
ら
イ
メ

ー
ジ
を
一
致
さ
せ
て
い
く
。

　
お
客
さ
ん
が
自
宅
で
も
手

入
れ
で
き
る
よ
う
ド
ラ
イ
ヤ

ー
の
あ
て
方
、
ワ
ッ
ク
ス
、

ス
プ
レ
ー
の
使
い
方
を
説
明

し
て
い
る
と
言
う
。
う
ま
く

で
き
な
い
と
き
は
納
得
い
く

ま
で
対
応
す
る
そ
う
だ
。

　
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ

ュ
ー
も
取
り
揃
え
て
お
り
、

髪
の
毛
ケ
ア
メ
ニ
ュ
ー
、
頭

皮
ケ
ア
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、

ヘ
ッ
ド
ス
パ
、
炭
酸
ス
パ
な

ど
。
ま
た
、
頭
、
肩
、
背
中

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
あ
る
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
力
を

入
れ
、
お
客
さ
ん
の
悩
み
を

改
善
し
、
満
足
し
て
笑
顔
で

帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

店
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

ど
う
ぞ
予
約
し
て
ご
来
店
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ⑧

オンデマンドって何？

　NHKオンデマンドとか、ビデオオンデマンドなど、オン
デマンドという言葉を最近よく聞くようになりましたが、い
まいち意味が解らないので調べてみました。
　英語で、「要求（Demand）に応じて」という意味でした（出
典：Wikipedia）。望まれているものに対して、何かを作る
ことですね。IT用語では、希望によって作られたWebサイ
トのことをオンデマンドというようです。
　「NHKオンデマンド」では、見逃した番組や以前放送した
番組をパソコンやスマホで見ることができます(一部有料)。
　そして、「ビデオオンデマンド」というのは動画の配信サー
ビスのことで、「GEO」や「WOWOW」といったレンタル会社、
テレビ会社などが有料コンテンツ(著作物やその中身のこと）
として、配信しているものです。
　「eラーニング」というのも、オンデマンドの一つのようで
す。たとえば、塾の勉強をいつでもできるように作ったイン
ターネットのサービスでは、どこでもスマホを見ながら勉強
できます。
　英会話や外国語会話でも、サイトを見ながら相手の発音を
聞いたり、自分からしゃべったりしながら学習できるサービ
スもあります。つまり、パソコンやスマホを使って勉強でき
るシステムのことをｅラーニングというのです。
　私が子どものころに見たSFの映画やドラマ、アニメでは、
相手の顔を見ながら連絡を取り合う場面がありました。「こん
なのあったらいいな～」なんて思っていましたが、現在では
それが当たり前になっていますよね。LINE電話やスマホで
も簡単に相手の顔を見ながら話せます。
　次は何が実現するのでしょうか。多言語対応の自動同時翻
訳機は、もとになるものがあるから結構早くできるかもしれ
ませんね。宇宙旅行なども生きている間に実現してほしいで
すね。

　　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵
　　　　佐々木 隆成

準
備
は
い
か
が
で
す
か

北

Luana Hairsalon

●

●

●

●

●

マルイ渡店

はちまん茶屋

境港コーヒー
アリス　

岩田自動車

GS

女
性
部
だ
よ
り



　
こ
と
し
７
月
１
日
か
ら
ス

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
、
全
て
の
小
売

店
で
レ
ジ
袋
が
有
料
と
な
り

ま
す
。
海
洋
プ
ラ
ス
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
を
含
め
た
環
境

問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い

正解と当選者

今年も米子鬼太郎空港に、山口県にある防府天
満宮の「合格祈願特大絵馬」が設置されました！
（設置期間：2020年１月10日～3月16日）

これはANAが米子鬼太郎空港から出発される受験
生の合格を祈願して設置したものです。絵馬には願
い口が備えられており、願い事を投函されると、実際
に防府天満宮に奉納されます。
受験生の皆様はもちろん、受験生のご家族も米子鬼
太郎空港へ合格祈願にお越しください！

る
た
め
、
政
府
は
様
々
な
対

策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
消
費

者
に
身
近
な
レ
ジ
袋
の
有
料

化
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
削
減
に
向
け
た
意
識
改
革

の
一
環
で
す
。
た
だ
し
、
環

境
へ
の
影
響
が
少
な
い
レ
ジ

袋
な
ど
は
有
料
化
の
対
象
か

ら
外
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ

け
無
駄
な
レ
ジ
袋
は
使
わ
ず
、

環
境
問
題
解
決
に
少
し
で
も

協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

2
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
１
日
先
着
20
名
様
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

期
間
中
は
、
入
館
料
が
１
割

引
で
す
。

日
時
　
２
月
８
日
㈯
〜
14
日

㈮(

２
月
12
日
㈬
は
休
館

日)

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な

と
タ
ワ
ー(

境
港
市
竹
内
団

地)入
館
料

　
▽
大
人
３
０
０
円

↓
２
７
０
円
▽
小
・
中
学
生

１
５
０
円
↓
１
３
０
円
▽
幼

児
無
料

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
富
ん
や(

竹
内
町)

で
提
供

し
て
い
る
鳥
取
県
中
部
発
祥

の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
は
ど
れ

で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

正
解
は
①
の
「
牛
骨
ラ
ー
メ

ン
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
濱
岡

春
美(

財
ノ
木
町)

▽
矢
倉
慶

子(

外
江
町)

▽
竹
内
健
治

(

松
ヶ
枝
町)

▽
梶
川
恵
美
子

(

明
治
町)

▽
大
原
章(

夕
日

ヶ
丘)

▽
築
山
フ
イ
子(

渡

町)

▽
門
脇
和
也(

芝
町)

▽

足
田
真
弓(

朝
日
町)

▽
高
島

み
つ
子(

中
野
町)

▽
松
本
洋

一(

清
水
町)

賞
品
　
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳
ラ

ー
メ
ン
の
お
食
事
券

ス
ポ
ン
サ
ー

　
富
ん
や(

カ

ラ
オ
ケ 

メ
グ)

　３月１日に開催される境港カニカニ
マラソン大会の実行委員会は、ボラン
ティアを募集しています。
　詳しくは、同実行委員会事務局(㈲
ひらまつ内・☎090－5264－3292)にお
問い合わせください。

カニカニマラソン

ボランティア募集中

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

高級魚として知られる魚、ノドグロ。さて、ノ
ドグロの正式名称は次のどれでしょう。（ヒン
トは4ページ）

① クロムツ
② シロムツ
③ アカムツ

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒684-8686 境港市上道町3002
 境港商工会議所 クイズ係

宛先

2月10日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー  ㈱ウチダフーズ(境港市昭和町)

賞品  「のどぐろ姿煮（200g）」 2パック
　　　　　　　　5名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者  飯田清紀(いいだ・きよのり)
所 在 地 境港市竹内団地255-3
　　　　　（SANKO夢みなとタワー4F）
T E L 0859-47-3800
営業時間 10：00～16：00
休 業 日 水曜日（祝日の場合は翌日）
事業内容 飲食店(喫茶)

国
道
4 3 1
号
線

　
　
　米
子
↓

GS

ヤマダ電機

PLANT-5

境港さかなセンター

●●

●●

●●

北

タワーズカフェ
（夢みなとタワー4F）

海を眺めながらのんびりと！

明るく開放感のある店内

○創業のきっかけ？…夢みなとタワーは、1997(平成9)年
に開催されたジャパンエキスポ「山陰・夢みなと博覧会」
のシンボルタワーとして建設されました。4Fにある当
店は、開館当時はレストランとして運営していましたが、
2009(平成21)年に夢みなとタワー直営店の展望喫茶カ
フェとしてリニューアルオープンしました。

○おすすめポイントは？…弓ヶ浜の海岸線と日本海を一望
できる店内からの眺望は抜群です。食事メニューでは、
ふわっとろの卵に深みのあるデミグラスソースがたっぷ
りの「オムライス」が好評をいただいています。スイーツ
では、ふっくら焼き上げた「ワッフル」と「ドリンク」のセ
ットメニューが人気です。

○お客様は？…地元の皆さんをはじめ、観光客や夢みなと
タワーのイベント開催時のご来店が多いです。特にゴー
ルデンウィークやお盆などは、家族連れでにぎわってい
ます。

○今後の事業展開（展望）？…当店は、ハロウィンやクリス
マスなど、イベント期間限定の特別スイーツを提供して
います。竹内団地は、ことし4月に「境夢みなとターミナ
ル」の運用が開始されるので、クルーズ船のお客様や見学
者などで一層、にぎわうことでしょう。今後も新メニュ
ーを充実させ、お客様の満足度向上を図っていきたいです。

○一言PR！…絶好のロケーションを望める広い店内は、
家族連れやお友達と、またはお独りで、のんびりとくつ
ろぐのにぴったりの場所です。キッズメニューもありま
すよ。心の癒しスポットとしてご利用いただけるようス
タッフ一同、笑顔でご来店をお待ちしています。
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